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漢
字
仮
名
交
じ
り
文
中
に
お
け
る
片
仮
名
表
記
の
選
択

ー
博
文
館
『
太
陽
』
前
誌
群
を
資
料
と
し
て

1
1

i采

i畢

愛

は
じ
め
に

近
代
語
に
お
け
る
表
記
の
研
究
に
お
い
て
看
過
で
き
な
い
現
象
の
一
つ
が
、
外
来
語
な
ど
を
中
心
と
す
る
、
片
仮
名
表
記
の
使
用
法

（

1）
 

の
変
化
で
あ
る
。
深
揮
（
二

O
O三
a
）
は
、
外
来
語
表
記
が
漢
字
表
記
か
ら
片
仮
名
表
記
へ
移
行
し
た
要
因
を
探
る
た
め
に
、
博
文

館
の
総
合
雑
誌
「
太
陽
』
（
明
治
二
八
1
昭
和
三
）
を
資
料
に
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
、
外
国
地
名
の
「
表
記
選
択
」
に
つ

い
て
調
査
・
考
察
し
た
。
「
表
記
選
択
」
は
、
「
文
字
列
を
構
成
す
る
文
字
及
ぴ
符
号
を
選
択
す
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
文
字
列
に
漢

字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
い
ず
れ
を
用
い
る
か
を
選
択
す
る
、
あ
る
い
は
文
字
列
に
鍵
括
弧
・
一
重
傍
線
・

二
重
傍
線
な
ど
、
一
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
符
号
を
付
け
る
か
否
か
を
選
択
す
る
こ
と
。
」
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
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る
も
の
で
あ
る
。
深
揮
（
二

O
O三
a
）
は
、
文
語
文
体
・
口
語
文
体
の
別
と
、
漢
字
表
記
・
片
仮
名
表
記
の
選
択
と
の
関
係
を
調
査

（

2）
 

し
た
結
果
、
外
国
地
名
に
お
け
る
、
片
仮
名
表
記
へ
の
移
行
を
促
進
し
た
要
因
は
、
外
国
地
名
の
定
着
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
外
国
地



38 

名
の
定
着
に
よ
り
表
記
選
択
が
口
語
文
体
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
を
受
け
入
れ
や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
ま
た
、

口
語
文
体
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
を
、
口
語
文
体
に
お
け
る
片
仮
名
表
記
の
「
受
け
入
れ
易
さ
」
と
呼
ぴ
、
「
表
記
選
択
に
お
い
て
、
特

定
の
選
択
を
す
る
、
あ
る
い
は
し
な
い
こ
と
を
促
さ
な
い
こ
と
。
」
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
考
察
の
結
果
得
ら
れ
た
知
見
は
、
片
仮
名
表
記
へ
の
移
行
を
促
進
し
た
要
因
で
あ
り
、
移
行
の
動
機
で
は
な
い
。

移
行
の
動
機
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、
『
太
陽
」
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
査
し
、
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、

『
太
陽
』
以
前
に
発
行
さ
れ
、
後
に
『
太
陽
』
創
刊
号
へ
吸
収
さ
れ
た
博
文
館
の
雑
誌
を
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
、
深
津
（
二

O
O
三

a
）
と
同
様
の
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
が
、
表
記
選
択
を
観
点
と
し
た
場
合
に
『
太
陽
」
と
ど
の
よ
う
な
連
続
性

を
持
っ
た
資
料
と
言
え
る
か
を
論
じ
る
。
動
機
の
考
察
を
始
め
る
前
に
、
考
察
に
必
要
な
資
料
の
位
置
づ
け
を
行
う
の
が
目
的
で
あ
る
。

調
査
資
料
と
調
査
方
法

『
太
陽
』
は
、

そ
れ
ま
で
の
博
文
館
発
行
の
諸
雑
誌
を
統
合
す
る
形
で
創
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
「
太
陽
」
に
吸
収
さ
れ
た
雑
誌
を
、

本
稿
で
は
「
『
太
陽
」
前
誌
群
」
と
呼
ぶ
。
坪
谷
善
四
郎
に
よ
れ
ば
、
『
太
陽
」
は
直
接
に
は
『
日
本
大
家
論
集
」
『
日
本
商
業
雑
誌
」
『
日

（

3）
 

本
農
業
新
誌
』
『
日
本
之
法
律
』
『
婦
女
雑
誌
」
の
五
誌
の
統
合
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
。
『
太
陽
」
前
誌
群
に
は
、
こ
れ
ら
五
誌
そ
れ
ぞ
れ

の
前
誌
も
含
ま
れ
る
が
、
本
稿
で
は
『
太
陽
』
に
直
接
し
、
発
刊
期
間
も
他
の
前
誌
に
比
べ
て
長
い
こ
れ
ら
五
誌
を
『
太
陽
」
前
誌
群

（

4
）
 

の
主
雑
誌
と
捉
え
、
調
査
資
料
と
す
る
。
資
料
は
、
各
誌
、
創
刊
年
月
か
ら
一
年
お
き
に
、
創
刊
月
と
同
月
の
一
冊
ず
つ

（
隔
週
発
行

に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
月
の
始
め
の
一
冊
）
を
抽
出
し
、
資
料
と
し
た
。
具
体
的
に
は
（
1
）
の
通
り
で
あ
る
。
（
1
）
の
う
ち
、
韻
文
・

（

5）
 

タ
イ
ト
ル
・
引
用
・
表
を
除
い
た
散
文
部
分
を
調
査
範
囲
と
す
る
。



（1
）
「
日
本
大
家
論
集
』
①
第
一
冊
（
明
治
二

O
年
・
六
月
）

②
第
二
二
冊
（
二
一
・
六
）

③
第
二
五
冊
士
＝
了
六
）

震

二
巻
第
六
冊
（
二
三
・
六
）

⑤
第
三
巻
第
六
冊
（
二
四
・
六
）

⑥
第
四
巻
第
六
冊
（
二
五
・
六
）

⑦
第
五
巻
第
六
冊
（
一
ヱ
ハ

六）

⑧
第
六
巻
第
六
冊
（
二
七
・
六
）
・
『
日
本
之
法
律
』
①
第
一
号
合
二
・
二
）

②
第
一
四
号
合
コ
了
二
）

③
第
二
巻
第

漢字仮名交じり文中における片仮名表記の選択

④
第
三
巻
第
三
号
（
こ
四
・
二
）

⑤
第
四
巻
第
三
号
（
二
五
・
二
）

⑥
第
五
巻
第
三
号
（
二
六
・
二
）

＝
一
口
す
（
二
三
・
一
一
）

⑦
第
六
巻
第
三
号
（
二
七
・
二
）
・
『
日
本
商
業
雑
誌
』
①
第
一
t

号
（
二
一
一
了
一

O
）

②
第
二
四
号
（
二
四
・
一

O
）

③
第
二
巻
守

第
一
九
号
（
二
五
・
一

O
）

④
第
三
巻
第
一
九
号
（
二
六
・
一

O
）

⑤
第
四
巻
第
一
九
号
（
二
七
・
一

O
）
・
『
婦
女
雑
誌
』
①

③
第
三
巻
第
一
号
（
二
六
・
一
）

④
第
四
巻
第
一
号
（
一
一
七
・

第
一
巻
第
五
万
（
二
四
・
一
）

②
第
二
巻
第
一
号
（
二
五
・
一
）

一
）
・
『
日
本
農
業
新
誌
」
①
第
一
巻
第
一
号
（
二
五
・
一
）

②
第
二
巻
第
一
号
（
二
六
・
一
）

③
第
三
巻
第
一
号
（
二
七
・
一
）

調
査
は
基
本
的
に
深
揮
（
二

O
O三
a
）
と
同
様
に
、
（
1
｝
の
散
文
に
含
ま
れ
る
外
国
地
名
の
う
ち
、
「
英
」
「
英
国
」
な
ど
の
簡
略
表

記
を
除
い
た
も
の
を
用
例
と
し
て
採
取
し
、
文
体
と
の
関
わ
り
を
視
点
に
ま
と
め
る
。
た
だ
し
、
『
太
陽
』
前
誌
群
に
は
、
『
太
陽
』
と

異
な
り
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
文
章
が
範
囲
中
に
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
ま
ず
三
節
に
お
い
て
調
査
範
囲
に
つ
い
て
、
文
語
文
体
・

口
語
文
体
の
割
合
、
及
び
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
と
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
割
合
の
調
査
結
果
を
挙
げ
て
『
太
陽
』
と
の
資
料
的
な

連
続
性
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
四
節
に
お
い
て
調
査
範
囲
の
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
中
に
お
け
る
外
園
地
名
の
漢
字
表
記
・
片
仮

名
表
記
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
示
し
、
深
揮
（
二

O
O三
a
）
に
よ
る
結
果
と
の
関
係
を
考
え
て
見
た
い
。

39 
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『
太
陽
』
前
誌
群
に
お
け
る
文
体

調
査
範
囲
に
は

延
べ
捌
例
（
抑
語
）

の
外
国
地
名
が
含
ま
れ
る

（
た
だ
し
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
地
名
で
も
と
も
と
漢
字
表
記
し

か
さ
れ
な
い
も
の
は
除
く
）
。
こ
れ
ら
の
外
国
地
名
が
含
ま
れ
る
文
章
に
つ
い
て
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
も
の
と
漢
字
平
仮
名
交
じ

（

6
）

（

7）
 

り
文
の
も
の
と
の
文
章
の
数
を
示
し
た
の
が
表
ー
で
あ
る
。

総
合
雑
誌
で
あ
る
『
太
陽
』
と
の
比
較
を
行
う
に
は
合
計
欄
に
よ
る
の
が
適
当
だ
が
、
各
誌
の
内
訳
が
明
治
二
二
年
ま
で
と
二
三
年

表1

明治

婦女

農業

以
降
で
は
大
分
異
な
る
た
め
二
分
し
て
述
べ
る
。
ま
ず
二
二
年
ま
で
を
見
る
と
、

ほ
と
ん
ど
片
仮
名
交
じ
り
文
の
み
の
二

O
年

『
日
本
大
家
論
集
』
に
お
い
て
は
、

に
対
し
て
、
二
一
・
二
二
年
で
は
平
仮
名
交
じ
り
文
が
優
勢
と
な
っ
て
い
る
。
『
日

本
之
法
律
」

で
は
一
二
・
二
二
年
と
も
に
片
仮
名
交
じ
り
文
優
勢
だ
が
、
平
仮
名

交
じ
り
文
の
割
合
は
二
二
年
の
方
が
高
い
。
ま
と
め
る
と
、
合
計
欄
の
よ
う
に
、

片
仮
名
交
じ
り
優
勢
か
ら
平
仮
名
交
じ
り
文
優
勢
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
次
に
二

三
年
以
降
の
合
計
欄
を
見
る
と
、
二
三
・
二
四
年
に
は
ほ
ぼ
同
数
だ
っ
た
の
が
、

二
五
・
二
六
年
に
は
平
仮
名
交
じ
り
文
が
優
勢
と
な
り
、
二
七
年
に
は
全
て
平
仮

名
交
じ
り
文
と
な
っ
て
い
る
。
平
仮
名
交
じ
り
文
の
割
合
が
高
い
の
に
は
、
こ
の

期
に
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
が
終
始
平
仮
名
交
じ
り
文
優
勢
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

二
二
年
以
前
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
日
本
之
法
律
』
に
お
い
て
も
二
三
年
以
降



に
は
全
て
平
仮
名
交
じ
り
文
に
な
っ
て
い
る
。
『
日
本
大
家
論
集
』
は
二
三
・
二
四
年
で
全
て
片
仮
名
交
じ
り
文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

（

8
）
 

ら
傾
向
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
深
揮
（
二

O
O三
b
）
で
述
べ
た
通
り
、

」
れ
も
平
仮
名
交
じ
り
文
優
勢
へ
と
い
う
流
れ
の
中

漢字仮名交じり文中における片仮名表記の選択

に
近
付
い
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

で
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
表
ー
か
ら
は
、
五
誌
が
段
階
的
に
平
仮
名
交
じ
り
文
優
勢
と
な
り
、
『
太
陽
」
の
状
態

表
2
・
表
3
は
、
片
仮
名
交
じ
り
文
・
平
仮
名
交
じ
り
文
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
文
語
文
体
・
口
語
文
体
の
別
を
示
し
た
も
の
で
あ

（

9）
 

る
。
表
2
に
示
し
た
通
り
、
片
仮
名
交
じ
り
文
で
口
語
文
体
の
文
章
が
あ
る
の
は
『
日
本
大
家
論
集
』
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の

41 

表2

明治

表3

明治

論集

論集

婦女

農業

計

雑
誌
が
講
演
等
の
速
記
録
雑
誌
（叩）

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

そ
れ
以
外
の
雑
誌
で
は

（2
）
西
南
ニ
馳
走
シ
濠
洲

メ
ル
ボ
ル
ン
港
一
二
週
間

滞
在
シ
夫
レ
ヨ
リ
シ
ド
ニ

ー
港
ニ
入
リ
錨
泊
一
週
日

（
中
略
）
而
シ
テ
夫
ヨ
リ

直
ニ
蹄
途
ニ
上
ル
由
ナ
リ

（
『
商
業
』
②
五
九
）
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（3
）
被
告
ガ
ン
タ
セ
キ
l
ハ
西
班
牙
ノ
商
人
ニ
シ
テ
其
本
園
マ
ド
リ
ツ
ト
ニ
在
ル
某
外
国
貿
易
舎
社
ノ
支
配
人
ナ
リ
シ
カ
一
千
八

百
十
年
一
月
被
告
ハ
英
京
情
敦
ノ
甲
舎
社
ニ
依
頼
シ
テ
貨
物
買
入
ノ
事
ヲ
腸
託
シ
タ
リ
（
『
法
律
』
①
二
三
）

（

4
）
コ
ロ
ム
ブ
ス

（
中
略
）
等
ノ
諸
人
カ
亜
米
利
加
探
究
ヲ
企
テ
タ
ル
通
路
ヲ
示
ス
所
ノ
西
印
度
及
南
亜
米
利
加
北
岸
ノ
地
園
、

其
他
昔
時
ノ
紀
ネ
ン
ト
為
ル
ヘ
キ
歴
史
上
ノ
遺
物
ヲ
蒐
集
シ
テ
之
ヲ
政
府
出
品
ノ
部
ニ
陳
列
セ
ン
ト
ス

（
『
農
業
」
①
五
七
）

の
よ
う
に
、
外
国
地
名
を
含
む
文
章
で
口
語
文
体
の
も
の
は
な
い
。
次
に
、
表
3
合
計
欄
に
注
目
す
る
と
、
二
一
年
か
ら
二
六
年
に
か

け
で
は
、
文
語
文
体
の
方
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
。
ま
た
、
各
誌
の
各
年
と
も
文
語
文
体
の
方
が
優
勢
で
あ
る
。
二

O
年
は
文
語
文

体
の
文
章
が
見
ら
れ
な
い
が
、

口
語
文
体
の
文
章
も
1
つ
の
み
で
あ
る
の
で
、
文
語
文
体
優
勢
の
傾
向
を
否
定
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
。

二
七
年
の
『
日
本
大
家
論
集
』
の
み
口
語
文
体
優
勢
だ
が
、
人
口
計
欄
を
見
る
と
全
体
的
に
は
文
語
文
体
優
勢
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
七
年
ま
で
の
文
語
文
体
優
勢
の
傾
向
は
、
『
太
陽
』
初
期
に
お
け
る
、
文
語
文
体
の
文
章
の
方
が
圧
倒
的
に
優
勢
な
時

期
と
連
続
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
文
章
表
記
が
、
片
仮
名
交
じ
り
文
か
ら
平
仮
名
交
じ
り
文
へ
移
行
し
て
い
る
中
で
、

文
語
文
体
優
勢
の
状
態
は
引
き
継
が
れ
た
ま
ま
『
太
陽
』
に
至
っ
て
い
る
と
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
外
園
地
名
の
表
記
選
択

前
節
で
見
た
通
り
、
前
誌
群
は
片
仮
名
交
じ
り
文
か
ら
平
仮
名
交
じ
り
文
へ
の
移
行
を
経
て
『
太
陽
」
に
つ
な
が
る
。
『
太
陽
』
と
の

連
続
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
外
国
地
名
の
様
相
を
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は

平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
外
国
地
名
と
文
体
と
の
関
わ
り
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。



調
査
範
囲
中
に
現
れ
た
外
国
地
名
の
う
ち
漢
字
表
記
・
片
仮
名
表
記
と
も
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
出
現
頻
度
の
高
い
〈
オ
ラ
ン

（ロ）

ダ
〉
ま
で
を
対
象
に
、
文
語
文
体
・
口
語
文
体
の
別
に
よ
っ
て
、
漢
字
表
記
・
片
仮
名
表
記
の
い
ず
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
か
に
注
目
し
て

ま
と
め
た
の
が
表
4
1
表
7
で
あ
る
。
各
地
名
各
年
の
欄
の
う
ち
、
左
側
の
白
の
欄
に
は
文
章
中
に
そ
の
地
名
が
1
例
の
み
見
ら
れ
る

文
章
の
数
を
、
右
側
の
網
掛
け
の
欄
に
は
文
章
中
に
そ
の
地
名
が
複
数
見
ら
れ
る
文
章
の
数
を
示
し
た
。
外
国
地
名
に
は
、
（
5
）
l
（8
）

漢字仮名交じり文中における片仮名表記の選択43 

の
〈
ド
イ
ツ
〉
〈
ロ

l
マ
〉
の
よ
う
に
漢
字
表
記
・
片
仮
名

表
記
・
ル
ビ
付
漢
字
表
記
の
例
が
あ
る
が

（7
）
の
よ
う

に
平
仮
名
ル
ビ
の
も
の
は
漢
字
表
記
の
例
と
し
て
表
4
に

（日）

含
め
た
（
表
6
に
は
該
当
例
な
し
）
。
ま
た
（
8
）
の
よ
う
に

片
仮
名
ル
ビ
の
も
の
は
漢
字
・
片
仮
名
並
列
表
記
と
考
え

ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
含
む
文
章
の
数
を
丸
数

｛
子
で
表
5
に
示
し
た

（表
7
に
は
該
当
例
な
し
）
。

（5
）
濁
乙
は
彼
の
統
計
撃
の
後
生
せ
し
所
に
し
て
今

日
と
離
も
統
計
事
務
の
整
頓
す
る
こ
と
高
岡
に
冠
絶

す
（
『
法
律
」
①
四
二
）

（6
）
西
洋
の
諺
に
日
く
ロ

l
ム
府
は
一
日
に
造
成
せ

ら
れ
ず
と
是
れ
此
の
ロ

l
ム
府
は
衆
多
の
職
工
刻
苦
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強
勉
数
十
年
の
久
き
を
経
て
始
て
隆
盛
を
致
せ
る
を
云
ふ
な
り
（
『
論
集
』
②
三
九
）

か

ど

い

っ

き

ん

ら

い

せ

う

り

ぜ

ん

せ

か

い

し

ゃ

う

げ

ふ

哲

ゃ

う

り

え

い

た

己

し

ゃ

う

げ

ふ

し

き

っ

し

ゃ

り

ょ

う

よ

！（
7
）
彼
の
濁
逸
が
近
来
勝
利
を
全
世
界
商
業
場
裡
に
得
る
に
至
り
た
る
は
此
の
商
業
視
察
者
を
利
用
す
る
に
由
る
。

（
『
商
業
』
①

九）

き

う

せ

い

い

が

〈

し

い

ま

し

ひ

F
イ
ツ
り
う
が
〈

（8
）
長
男
徳
太
郎
は
早
世
し
ぬ
、
二
男
巻
識
は
聾
零
士
に
て
今
私
費
も
て
濁
逸
に
留
撃
せ
り
（
『
婦
女
』
④
一
四
）

ま
ず
文
語
文
体
に
お
け
る
様
相
を
見
る
と
、
表
4

・5

を
比
べ
て
分
か
る
よ
う
に
、
文
章
総
数
（
母
数
）

の
少
な

い
二
二
年
ま
で
に
お
い
て
も
、
総
数
の
増
え
る
二
三
年
以

降
に
お
い
て
も
、
文
語
文
体
で
は
漢
字
表
記
の
例
の
方
が

多
い
。
漢
字
表
記
の
方
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
『
太

（

U）
 

陽
』
と
同
様
だ
が
、
文
語
文
体
に
お
け
る
本
行
で
の
片
仮

名
表
記
の
例
が

（6
）
の
「
ロ

i
ム」

2
例
と

（9
）
朝
鮮
園
及
ひ
ハ
ワ
イ
園
へ
輸
入
す
る
も
の
、
尤

も
重
な
る
物
及
ひ
輸
出
す
る
者
の
尤
も
重
な
る
物
を

問
ふ

（
『
商
業
』
②
四
二
）

の
「
ハ
ワ
イ
」

1
例
計
3
例
の
み
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ



ば
、
こ
の
差
は
『
太
陽
」
に
お
け
る
場
合
よ
り
も
明
確
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

口
語
文
体
で
も
、
表
6
・
7
に
表
し
た
よ
う
に
漢
字
表
記
の
例
の
方
が
多
い
。
こ
れ
も
『
太
陽
』
に
お
け
る
場
合
と
同
様
で
は
あ
る

が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
表
7
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
片
仮
名
表
記
の
例
が
二
七
年
の
「
イ
ギ
リ
ス
」

1
例
の
み
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

漢字仮名交じり文中における片仮名表記の選択

。
。
。
、
、
、
、
、
、
、
、
み
な
し

（
叩
）
代
議
士
の
中
に
ク
ス
リ
袋
と
云
ふ
名
が
あ
る
、
ア
レ
を
薬
袋
と
讃
む
と
も
思
付
ま
い
、
（
中
略
）
若
し
之
を
外
園
護
音
的
文
字

に
書
い
た
ら
、
ミ
ナ
イ
と
ク
ス
リ
袋
と
間
違
ゆ
る
事
は
な
い
。
斯
の
知
く
漢
字
で
書
け
ば
云
々
、
イ
ギ
リ
ス
で
書
け
ば
云
々
、
（
中

略
）
今
日
の
日
本
程
世
界
の
中
に
錯
雑
し
て
居
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
『
論
集
』
⑧
九
）

片
仮
名
表
記
の
出
現
数
の
少
な
さ
は
、

年
と
同
じ
く
本
行
片
仮
名
表
記
の
例
を
含
む
文
章
が
見
ら
れ
る
文
語
文
体
の
一
二
年
・
二
四
年
と
比
較
す
る
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は

一
見
口
語
文
体
の
文
章
の
少
な
さ
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

口
語
文
体
の
二
七

言
え
な
い
。

口
語
文
体
の
二
七
年
で
は
漢
字
表
記
の
例
を
含
む
文
章
が
却
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
文
語
文
体
の
一
二
年
で
は
叩
、
二
四

年
で
は
口
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
口
語
文
体
に
お
け
る
漢
字
表
記
と
片
仮
名
表
記
と
の
差
は
、
『
太
陽
』
に
お
け
る
場
合

と
比
べ
る
と
特
徴
的
で
あ
る
。
『
太
陽
』
に
お
い
て
は
、
出
現
頻
度
の
高
い
も
の
（
〈
イ
ギ
リ
ス
〉
〈
ア
メ
リ
カ
〉
〈
ド
イ
ツ
〉
〈
ロ
シ
ア
〉

〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〉
〈
フ
ラ
ン
ス
〉
な
ど
）
で
あ
っ
て
も
、
口
語
文
体
に
お
い
て
片
仮
名
表
記
さ
れ
る
例
が
、
複
数
の
地
名
で
複
数
の
文
章

に
お
い
て
見
ら
れ
た
。
表
6
と
表
7
の
差
は
、
「
太
陽
』
前
誌
群
に
お
い
て
は
、
『
太
陽
』
に
お
い
て
よ
り
も
、
口
語
文
体
の
文
章
で
片

（日）

仮
名
表
記
外
国
地
名
が
出
現
し
に
く
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

深
揮
（
二

O
O一二
a
）
は
、
『
太
陽
』
に
お
い
て
文
語
文
体
の
文
章
中
よ
り
も
口
語
文
体
の
文
章
中
で
の
方
が
片
仮
名
表
記
が
行
わ
れ

45 

や
す
い
の
は
、
口
語
文
体
に
お
け
る
片
仮
名
表
記
の
受
け
入
れ
易
さ
の
た
め
で
あ
る
と
し
た
。
『
太
陽
』
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
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漢
字
表
記
か
ら
片
仮
名
表
記
へ
と
い
う
方
向
性
が
、

口
語
文
体
に
お
け
る
片
仮
名
表
記
の
受
け
入
れ
易
さ
に
よ
り
促
進
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
出
現
頻
度
の
高
い
地
名
は
、
漢
字
表
記
選
択
が
固
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、

そ、っ

し
た
地
名
で
口
語
文
体
に
お
い
て
片
仮
名
表
記
さ
れ
る
例
は
、

口
語
文
体
の
も
つ
片
仮
名
表
記
の
受
け
入
れ
易
さ
に
よ
り
顕
在
化
し
た

漢
字
表
記
か
ら
片
仮
名
表
記
へ
と
い
う
方
向
性
が
、
漢
字
表
記
を
選
択
す
る
力
よ
り
も
強
く
な
っ
た
結
果
、
片
仮
名
表
記
が
選
択
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
例
で
あ
る
と
考
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
前
誌
群
で
は
、

口
語
文
体
の
文
章
に
お
い
て
、
出
現
頻
度
の
高
い
地
名
の
片
仮
名
表
記
の
例
が
「
太
陽
」
と
比
べ
て

少
な
い
。
片
仮
名
表
記
へ
の
方
向
性
が
前
誌
群
の
時
期
に
は
『
太
陽
』
ほ
ど
顕
著
に
な
っ
て
い
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
仮
に
片
仮

名
表
記
へ
と
い
う
方
向
性
が
前
誌
群
に
表
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
漢
字
選
択
固
定
の
力
の
方
が
、

そ
の
方
向
性
よ
り
も
強
く
働
い
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、

3
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
前
誌
群
に
見
ら
れ
る
口
語
文
体
の
ほ
と
ん
ど
は
、
講
演
や
演
説
を
記
録
し

た
も
の
、

い
わ
ば
「
話
す
よ
う
に
書
く
」
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
た
文
章
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
『
太
陽
』
に
お
け
る
口
語
文
体

カf

口
語
体
と
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
時
期
に
あ
た
る
の
に
対
し
、
前
誌
群
に
お
け
る
口
語
文
体
は
、
ま
だ
口
語
体
と
し
て
確
立
し
て

い
な
い
時
期
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
深
津
（
ニ

O
O
三
a
）
は
、
片
仮
名
表
記
の
受
け
入
れ
易
さ
が
、
「
話
す
よ
う
に
書
く
」
文
体
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
、
従
来
の
語
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

と
同
時
に
従
来
の
書
記
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
文
体
を
確
立
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る

と
し
た
。
文
体
が
口
語
文
体
と
し
て
確
立
し
て
な
い
時
期
に
あ
た
る
前
誌
群
の
文
章
は
、
ま
だ
片
仮
名
表
記
の
受
け
入
れ
易
さ
を
生
じ

さ
せ
る
ほ
ど
文
体
が
確
立
し
て
い
な
い
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
文
体
が
口
語
体
と
し
て
確
立
し
て
い
な
い
た
め
に
、
従
来
の
書
記
法
に

よ
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
表
6

・7
は
、
ま
だ
片
仮
名
表
記
の
受
け
入
れ
易
さ
が
、
文
体
に
依
拠
し
、
表
記
選
択
に

働
き
か
け
る
作
用
と
し
て
機
能
し
き
れ
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



五

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

以
上
本
稿
で
は
『
太
陽
』
前
誌
群
に
お
け
る
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
外
園
地
名
表
記
選
択
に
注
目
し
、
片
仮
名
表
記
が
選
択
さ
れ

漢字仮名交じり文中における片仮名表記の選択

に
く
い
こ
と
を
調
査
結
果
と
し
て
得
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
前
誌
群
の
平
仮
名
交
じ
り
文
の
文
章
は
、
片
仮
名
表
記
の
受
け
入
れ

易
さ
が
ま
だ
確
立
さ
れ

τい
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
片
仮
名
交
じ
り
文
と
の
関
係
か
ら
も
考
察
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
前
誌
群
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
外
来
語
表
記
選
択
に
つ
い
て
考
察
し
、

片
仮
名
表
記
へ
の
移
行
の
動
機
を
探
る
の
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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注
（1
）
深
津
愛
蚕
字
平
仮
名
交
じ
り
文
中
に
お
け
る
表
記
の
選
択
｜
博
文
館
『
太
陽
』
に
お
け
る
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
と
片
仮
名
表

記
｜
｜
」
『
日
本
語
科
学
』
一
四
（
二

O
O三
）
。
以
下
、
｛
二

O
O三
a
）
と
す
る
。

（2
）
調
査
の
結
果
、
指
摘
し
た
の
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
①
口
語
文
体
に
は
片
仮
名
表
記
の
「
受
け
入
れ
易
さ
」
が
あ
る
。
②
使
用
頻

度
の
高
く
漢
字
表
記
が
主
流
の
地
名
に
片
仮
名
表
記
が
選
択
さ
れ
る
の
は
、
口
語
文
体
の
も
つ
「
表
記
の
受
け
入
れ
易
さ
」
に
よ
り
、

漢
字
表
記
か
ら
片
仮
名
表
記
へ
と
い
う
方
向
性
が
顕
在
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

（3
）
坪
谷
善
四
郎
『
博
文
館
五
十
年
史
』
（
博
文
館
一
九
三
七
年
）
九
三
ペ
ー
ジ
。
「
博
文
館
五
十
年
史
』
に
は
「
日
本
農
業
給
誌
』
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
「
日
本
農
業
新
誌
』
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
4
）
こ
の
五
誌
以
外
に
は
、
『
日
本
之
警
察
』
（
『
日
本
之
法
律
』
前
誌
）
「
日
本
之
文
華
』
『
婦
女
子
』
（
『
婦
女
雑
誌
』
前
誌
）
『
日
本
之
女

学
』
｛
「
婦
女
子
』
前
誌
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
特
に
取
り
上
げ
な
い
の
は
、
そ
の
全
容
が
未
詳
で
あ
り
、
現
段
階
で
知
り
得
た
も

の
を
含
め
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
対
象
と
す
る
資
料
の
範
囲
が
漠
然
と
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
五
誌

以
外
の
前
誌
が
見
せ
る
傾
向
は
、
五
誌
と
大
差
な
い
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
『
日
本
之
文
華
』
第
一
冊
（
二
三
年
六
月
）
の
例
を
注
7
・9
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に
川
李
げ
る
。

（5
）
た
だ
し
、
『
日
本
之
法
律
』
④
、
『
日
本
商
業
雑
誌
』
④
⑤
に
つ
い
て
は
、
所
在
不
明
等
の
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
今
後
の
調
査
に
侠
ち
た
い
。

（6
）
中
に
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
中
、
韻
文
が
平
仮
名
交
じ
り
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
片
仮
名
交
じ
り
の
部
分
と
平
仮
名
交
じ
り
の
部

分
と
を
持
つ
文
章
も
あ
る
が
、
割
合
の
多
い
方
を
主
と
考
え
て
、
ど
ち
ら
か
に
分
類
し
た
。

（7
）
『
日
本
之
文
華
』
第
一
冊
で
は
、
『
婦
女
雑
誌
』
と
同
じ
く
、
外
国
地
名
を
含
む
文
章
は
、
平
仮
名
交
じ
り
文
の
も
の
の
み
（
文
章
数

5
）
で
あ
る
。

（8
）
深
津
愛
「
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
・
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
と
外
来
語
表
記
｜
「
日
本
大
家
論
集
』
を
資
料
と
し
て
｜
｜
」
「
国
語

文
字
史
の
研
究
7
』
（
和
泉
書
院
）
二

O
O三
年
。
以
下
、
（
二

O
O三
b
）
と
す
る
。

（9
）
文
語
文
体
・
口
語
文
体
を
分
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
森
岡
健
二
『
近
代
語
の
研
究
文
体
編
』
（
明
治
書
院
一
九
九
一
年
）
の
分
類
に

従
っ
た
。
ま
た
、
表
2
に
つ
い
て
、
『
日
本
之
文
華
』
も
『
婦
女
雑
誌
』
と
同
様
、
該
当
例
は
な
い
。
表
3
に
つ
い
て
、
『
日
本
之
文
華
』

も
『
婦
女
雑
誌
』
と
同
様
、
文
語
文
体
の
も
の
の
み
（
文
章
数
5
）
で
あ
る
。

（
叩
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
深
津
（
二

O
O三
b
）
で
述
べ
た
。

（
日
）
以
下
、
用
例
の
所
在
は
「
雑
誌
略
称
・
巻
号
（
（
1
）
に
挙
げ
た
丸
数
字
で
示
す
）
・
頁
」
の
順
で
一
不
す
。
ま
た
、
用
例
引
用
中
、
ル
ビ

の
箇
所
・
傍
線
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
ロ
）
深
津
（
二

O
O
三

a
）
で
は
、
同
様
の
調
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
延
べ
語
数
が
別
例
以
上
の
も
の
を
取
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
本
稿

の
調
査
範
囲
で
は
、
山
川
例
以
上
の
用
例
が
現
れ
る
も
の
が
少
数
で
あ
る
た
め
、
回
例
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る

調
査
範
囲
に
見
ら
れ
た
地
名
は
、
出
現
頻
度
の
高
い
順
に
以
下
の
通
り
。
シ
ナ
、
ロ
ー
マ
、
ド
イ
ツ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ワ
イ
、
イ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ア
ジ
ア
、
ロ
ン
ド
ン
、
ス
ペ
イ

ン
、
ロ
シ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
、
ユ
ダ
ヤ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
フ
リ
カ
、
ゼ
ル
マ
ン
、
メ
キ
シ
コ
（
以
上
初
例
以

上
の
も
の
。
以
下
略
）

（
日
）
平
仮
名
ル
ビ
の
例
を
含
む
文
章
は
、
二
三
年
〈
ド
イ
ツ
〉
〈
フ
ラ
ン
ス
〉
〈
ア
メ
リ
カ
〉
〈
オ
ラ
ン
ダ
〉
二
四
年
〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〉
二
五
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年
〈
ド
イ
ツ
V
に
各
1
ず
つ
、
二
七
年
〈
ド
イ
ツ
v
に
4
つ
で
あ
る
。
二
七
年
〈
ド
イ
ツ
V
4
の
う
ち
3
つ
は
同
地
名
が
複
数
例
、
そ

れ
以
外
は
全
て
、
同
地
名
が
1
例
の
み
現
れ
る
文
章
で
あ
る
。

（H
）
行
本
来
の
大
き
さ
の
活
字
（
ル
ビ
な
ど
で
は
な
く
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
行
。
（
7
）
で
言
え
ば
「
彼
の
濁
逸
が
：
・
」
が
本
行
。

（
日
）
（
日
）
に
示
し
た
通
り
、
こ
の
「
イ
ギ
リ
ス
」
は
厳
密
に
は
地
名
の
例
と
は
言
え
な
い
。
も
し
こ
れ
を
地
名
の
例
と
認
め
な
け
れ
ば
、

こ
の
点
は
よ
り
強
調
さ
れ
る
。

｛
資
料
所
在
】

『
日
本
商
業
雑
誌
』
第
一
号
・
第
二
四
号
・
：
関
西
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
／
第
二
巻
第
一
九
号
・
：
東
京
大
学
法
学
部
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン

タ
ー
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
蔵
本
『
日
本
之
法
律
』
第
一
号
・
：
香
川
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
／
第
一
四
号
・
第
二
巻
第
三
号
・
第
四
巻
第
三
号
・

第
五
巻
第
三
号
・
第
六
巻
第
三
号
・
：
東
京
大
学
法
学
部
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
蔵
本
『
日
本
之
文
華
』
第
一

冊
・
：
立
命
館
大
学
人
文
系
文
献
資
料
室
蔵
本
『
婦
女
雑
誌
』
「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
近
代
日
本
婦
人
雑
誌
集
成
」
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

『
日
本
大
家
論
集
』
立
命
館
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
『
日
本
農
業
新
誌
』
同
志
社
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）
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Alternative notation of foreign place names in mixed kanji-hiragana 

orthography in the Middle Meiji era 

Ai FUKAZAWA 

This paper clarifies the alternative notation of foreign place 

names, written in kanji or katakana, in 5 magazines issued in the Middle 

Meiji era by Hakubunkan博文館.The magazines are Nihon taika ronshu 

臼本大家論集（1887-1894),Nihon no horiおu 日本之法律（18881894), 

Nihon shogyo zasshi日本商業雑誌（1890-1894),Fujo zasshi婦女雑誌

(1891 1894), and Nihon nogyo shinshi日本農業新誌（1892-1894),which 

were absorbed into Taiyo太陽 (18951928). 

For the purpose of this study, I divide foreign place names into 

those出atwere already well-known in Japan in kanji notation, and 

new ones, which were written in katakana. I investigate for which 

writing style, former writing style or colloquially-based written style, 

katakana was more frequently used. As a result, it emerges that writ-

ing all names in katakana was rarely done in either style, and almost 

all examples are written in kanji. This changes in the case of Taか＇O,as 
a colloquially-based written style more easily accommodates a choice 

of writing in katakana. 

According to this result, I draw the following conclusion: the 

Middle Meiji era, in which these 5 magazines were issued, was a stage 

in which colloquially-based written style was becoming established as 

one of the styles of writing in Japanese. This process of consolidation 

had not yet reached the stage where the choice of notation, between 

kanji or katakana, could be decided, and therefore a newly developing 

notation system such as katakana was not easily taken up at the 

beginning. 

キーワード：外国地名 片仮名表記表記選択 口語文体「太陽J前誌群


